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人工光育苗時の気温制御によるホウレンソウの抽だい抑制
°全 展厚、内田健太郎、金賢恵、古在豊樹、布施順也＊
（千葉大学園芸学部、＊太洋興業（株））
はじめに ホウレンソウ (Spinaciao/eracea L.) は高温・長日下で抽だいが顕
著になり（香川、 1989) 商品価値を失うので、自然光下での春夏栽培が困難な品
種が多い。 Chunet al. (1998) は人工光を用いて短日下でホウレンソウを育苗す
ると、高温・長日下で栽培しても収穫適期の花茎長が顕著にならないことを示し
た。他方、 Knott(1938) はホウレンソウを発芽後 30日間低温で成育させ、その
後高温で成育させると抽だいが促進されることを示した。これらの報告から、人
工光下で明期と気温を適切に調節した条件下で育苗すれば、高温•長日下で栽培
しても、収穫時の花茎長を短くできると考えられる。そこで本研究では、人工光
下での育苗時の気温が、ホウレンソウの花芽の発達、花茎の伸長、および成長に
及ぽす影響を調べた。
材料および方法 供試品種はデインプルとした。 20℃の暗黒条件下に 3日間置
いて発芽させた後、白色蛍光灯を光源とした育苗装置内にて Table]の処理区を
設け II 日間育苗した（棚面における光合成有効光量子束： 280土40μmol m・2心）。
播種後 7日目から育苗終了日まで毎日各試験区から 5株を選んで花芽分化を顕微
鏡で観察し、花芽分化標徴 (Fig. I、江口 1940) に従って分類・点数化した。播
種後］4 日目に人工光下の NFT式養液栽培装置に定植し、 Table2に示す条件下
で栽培した。第 1節間が Imm以上の場合に抽だいしたとし、定植後毎日抽だい
率を算定した。また、抽だいした植物体の子葉基部から成長点までの距離を花茎
長とし測定した。更に、 20mm以上の花茎長の持つ植物体は商品価値を失うこと
とし、その比率を算定した。定植後］4日目に収穫し、成長量を測定した。
結果およぴ考察 各明期において気温が低いほど育苗期間中の花芽の発達段階
が進む傾向であった (Fig.2)。収穫時（定植後］4 日目）の花茎長は、 L20区で
は、約 30mm、他の試験区で 15mm以下であった (Fig. 3)。収穫時において花
茎長が 20mm以上となった植物体の百分率は L20区では約 60%、L25区では約
20%、他の試験区では 0%であった (Fig.4)。育苗終了時の地上部乾物重は、各
明期において気温が 25℃の試験区で最も大きかった (Fig. 5)。収穫時の地上部
乾物重は、 S20および S25区の間で、また、 L20、L25および L30区の間で、有
意な差は見られなかった (Fig.6)。ホウレンソウの成長適温は約 20℃（香川、 1989)
とされていたが、育苗時は 25あるいは 30℃としても、 20℃と同等の収量が得ら
れ、かつ高温•長日下での栽培終了時における花茎長が抑制できることが示され
た。以上の結果、人工光利用型苗生産システムにおいて、明期を適切に制御すれ
ば、比較的広い気温範囲で育苗しても、栄養成長量を低下させることなく、また
ホウレンソウの抽だいを抑制できることが示された。
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Table I. Description of treatments Table 2. Environmental conditions during the culture 
after transplanting 
Treat. 
Code 
Photo-
period 
(h d・') 
Temp. 
（℃） 
RH of 
photoperiod 
(%) 
RH of 
dark period 
（％） 
16/8 h 
34土1/26土l℃
S20 
S25 
S30 
S35 
L20 
L25 
L30 
L35 
?????
20士I
25土l
30土l
35土l
20士l
25士I
30士I
35士I
60士5
45士5
40土10
40土5
60土5
45土5
40士10
40士5
75土5
60士5
55士5
45土5
75土5
60土5
55土5
45士5
Cool white fluorescent lamp 
320土50ftmolm・'s・1 
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No differentiation (O*) 
代づ＼
FC** initiation(!) 
Photo-/dark period 
Air temperature 
(Photo-/dark period) 
Light source 
PPF* 
Temperature of 
nutrient solution 24土l℃
Planting density 63 cel m・' 
• Photosynthetic photon flux measured on planting plates 
融
FC formation (4) バFC initiation I(2) 心FC differentiation (3) 
Fig. I. Stages offlower cluster (FC**) development of S.oleracea (Eguchi, 1940). 
• Numbers in parentheses indicate the scores of flower cluster development. 
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Fig. 2. Effects of air temperature on flower cluster (FC) development of S. o/eracea during transplant production. 
Refer Fig. I for scores ofFC development. (a) photoperiod of IO h d-1, (b) photoperiod of 14 h d-1 
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Fig. 3. Effects of photoperiod and air temperature during trans-
plant production on flower stalk length of S. o/eracea 14 days 
after transplanting. Different leters above bars mean significant 
differences among treatments at P-0.05 with DMRT 
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Fig. 5. Effects of photoperiod and air temperature during 
transplant production on shoot dry mass of S. oleracea 
14 days after sowing. See Fig. 3 for leters abov.e bars. 
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O'三Dais after transplan¥Png Fig. 4.Percentage of S. o/eracea with flower stalk longer 
than 20 mm 14 days after transplanting. 
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Fig. 6. Effects of photoperiod and air temperature during 
transplant production on shoot dry mass of S. o/eracea 
14 days after transplanting. See Fig. 3 for leters above bars. 
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